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1　はじめに
　私達が日常看護する上で、静脈内持続点滴（以下点
滴と記す）は、頻繁に行われる治療である。成人と異
なり小児の場合、年齢・発達等から言語で説明しても
理解できることが少ない。そのため、留置針自己抜去
へっながり、点滴の管理は小児看護に携わる者にとり、
日々苦慮する面である。現在、当病棟では、点滴管理
する際にタオルや氷嚢袋（以下旧固定法と記す）を用
いて、点滴部位の保護を行っている。しかし、タオル
の重み等によって点滴の自己抜去が発生し、また外観
的にも好ましくないと考えた。そこで私達は、安全性
・清潔性・簡便性の3点から点滴保護グローブ（以下
新固定法と記す）を作製し、留置針自己抜去防止に努
あたので、ここに報告する。
H　研究目的
1）留置針のズレ・点滴の漏れを防ぎ、安全かっ確実
な輸液管理ができる。
2）点滴刺入部及び皮膚の異常の早期発見ができる。
3）点滴刺入部の確認が簡便にできる。
4）外観的に改善がはかれる。
皿　研究方法
1）対象者；点滴施行中の3カ月～6歳の患畜15名。
2）方法；保護グローブを作製し、調査質問紙法。
①調査項目（表1参照）
②調査期間：1997年11月5日～11月25日
③回収率：81％（全体配布数45部、回収39部、未回
　　収6部）
3）布の種類；綿100％のタオル生地・ジャージ生
地の2種類。布の選択については以下に示す。①丈
夫なもの。②軽いもの。③通気性・吸湿性の良いも
　の。④肌触りが良いもの。⑤汚れがわかりやすく、
洗濯して何度も使用できるもの。
4）装着手順；（図1参照）
①保護グローブにシーネ固定部位をのせ、フィット
　　するようにマジックテープを合わせる。
②ひもを一周させて、二二の手の大きさにより、ボ
　タンの位置を調節してとめる。　（ボタンの位置は
　3ケ所とする。）
③必要時、ひもをクロス固定し、強化固定方法を
　行う。
IV　結果・考察
1）安全性について
　表1　（％にて表示）
区　　分　　　項　　　目　　　タオルiジャージ
A．安全性 1．ズレの頻度 3．3i　11
2．自己抜去の発生 0　1　0
3．刺入部の確認の簡便性 　　「X6．6i　100
4．確実な固定 89．gi　88．8
5．滴下速度のムラ・閉塞 o　i　33．2　1
B．清潔性 1．発汗による悪臭の発生 13．3i　11
2瓶主観的掻痒動作 6．6i　O
2－h客観的掻痒動作 3．3i　O
3．汚染度 　　1T6．6i　33．3
4．通気性 70　！　55．5　　1
5．吸湿性 80　i　77．7　　1
C．簡便陛 1－a．マジックテープ 　　1W6．6i　100
1－b．ボタン 100　166．6　　1
1℃．装着方法 100　166．6　　1
2．ひもの長さの適切度 　　1V6．6i　55．5
かわいい 43　i33外観的な
ﾓ　　見 布の糸のほつれが目立つ 64　i　O
　「点滴のズレは生じましたか」；タオル生地3．3
％ジャージ生地ll％（以後、前者・②、後者・②と
記す）。ジャージ生地に関して、布の性質上、伸縮
性と柔軟性に富むことから、シーネ固定部にはフィ
ットしたが、固定ひもが長すぎた。また、患児のサ
イズに適していなかったという原因から生じたと考
える。　「自己抜去の発生」；⑳・0％、②・0％。
作製当初の予測として、新固定法は旧固定法と比較
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　し、①指先が見える②柄のある生地・色（ピンク・
ブルー）のある生地を選択したという条件より、患
児の関心が保護グローブへ向けられる可能性が高い
と思われた。しかし、調査より自己抜去のケースが
　1例もなく、良い結果を得た。しかし、調査によれ
ば、①指先が上手く隠れず点滴留置針をいつむしら
れるかと不安だった。②氷嚢袋の方が、指全体まで
隠れるので安心する等という意見もあった。　「刺入
部の確認は行いやすかったか」；㊧・96．6％、②・
　100％、　「確実な固定はできたか」；⑳・89．9％、
②・88．8％、「滴下速度のムラ及び閉塞は起きたか」
　；⑳・0％、②・33．2％。これは、新固定法の軽さ
　・シーネ固定部へのフィット感が有効であったと考
える。また、刺入部の確認の簡便性もあることから、
点滴接続部のゆるみ等というトラブルも防げ、安全
　・確実な輸液療法が行えたと考える。しかし、タオ
ル生地は、マジックテープによる布のほつれが生じ、
患児が布を口でひっぱる・ほつれ糸により指を絡め
る危険性が上げられた。今後、布の性質上の問題か
ら布の選択の見直し、また、患児に適切なサイズを
使用できるように、保護グローブのサイズの見直し
の課題が残った。
2）清潔性について
　　「発汗による悪臭」；⑳・13．3％、②・11％、
　「主観的掻痒動作」；②・6．6％、②・0％、「客観
的掻痒動作」；⑳・3．3％、②・0％、　「通気性」
　；⑳・70％、⑨・55．5％、　「吸湿性」；⑳・80％、
②・77．7％の結果を得た。これより、綿100％の生
地は、通気性・吸湿性が良く、発汗による皮膚の泣
けや悪臭発生率は低値であったと考える。調査より、
タオル生地は、主観的・客観的の両者より掻痒動作
が認められている。この原因には、タオル生地はマ
ジックテープによるほつれが、使用一日目より生じ、
劣化が早まる事からと考えられる。しかし、掻痒感
から、皮膚トラブル（発赤・軍畑・掻破）へは移行
することはなかった。タオル生地の劣化に伴い、
　「布の糸がほつれて汚い」43％と、外観的に悪い印
象を受けた様子ではある。しかし、保護グローブの
スタイルは、「かわいい」・「スリムで良い」との
評価を得て、色や柄・型が小児らしく変化し、外観
的に改善がはかれたのではないかと思う。　「汚染
度」；＠・56．6％、②；33．3％は、自我が芽生え始
めた患児において、自分でスプーンやフォークで食
事をしょうとすることから、調査より、特に食事時
間中の保護グローブの汚染が多かったという結果を
得た。これは、成長発達段階途中にある患児の特性
が現れているものと考える。清潔面においては、布
の性質上から、タオル生地の劣化という短所より、
外観的に低い評価結果となったが、皮膚異常が生じ
なかったことから、綿100％の生地は、布の選択上
の条件からは、除外することはできない。しかし、
調査より、　「タオル生地は、氷嚢袋に比べて通気性
が良くない」との意見もあり、布の厚さについての
改善が求められる。
3）簡便性について
　　「マジックテープ」；（勧・86．6％、②・100％、
　「ボタン」；②・100％、②・66．6％、装着方法；
②・100％、②・66．6％の結果を得た。マジックテ
ープとボタンのダブル固定は、高い評価を得られ、
調査より「ダブル固定は、シーネとテープの部分が
　しっかり固定されるので良かった。」との意見もあ
った。これは、幅の広いマジックテープを使用した
こと、ボタンを3カ所つけたことが、調節機能範囲
を増やし、また、装着方法の簡便性へっながつたの
ではないかと考える。　「ひもの長さは適切であった
か」は、②・76．6％、②・55．5％と、ジャージ生地
は半数近く不適切であった。これは、ジャージ生地
は、伸縮性に富むという特性から、固定ひもに緩み
が生じ、適切な長さを保つことができなかったと推
察する。そのため、　「ひもが長すぎたので、クロス
固定をした」　「テープにより補強固定を行った」な
どの意見が多かった。固定ひもの部分には、伸縮性
の少ない生地へ変更するとの改善策があがった。
VIまとめ
　以上のことより、新固定法は、安全かっ確実な点滴
管理へと改善されっっある。しかし、生地の改善への
課題が残された。
1）フィット感に適応したジャージ布は、シーネ固定
　部分へ、固定ひもの部分には、伸縮性の少ない生地
　に変更する等と、生地の素材の特性を活かす。
2）タオル生地とマジックテープの性質上から起こる
　劣化・指を絡める危険性より、耐久性のある生地を
　利用する。
3）繰り返し洗濯することで清潔なものを着用できる
　ように耐久性のある生地を使用する。
4）亡児の発達上、予測される問題を考慮しその防止
　をはかれる生地への選択を試みる。これらによって、
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機能的な固定方法が、可能になると考える。
W　おわりに
　新固定法の研究では、調査用紙より、軽さ・フィッ
ト感・外観的に良い評価が得られた。調査用紙回答者
から「是非、製品化へ」との意見も聞かれた。しかし、
2種類の生地は、布の性質上にそれぞれ短所があるこ
とを知ることができた。短期間の使用ではあったが、
今後の改善への足がかりがっかめた。更に、新固定法
の検討を深め、成長発達下にいる患児へ、安全な治療
が提供できるように検討を重ねなければならない。そ
れには、まず、患児の特性を様々な点から見つめてい
く必要があると、改あて実感した。
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一保護グローブ作製を試みて一
NS名（ ）
10Wスタッフ①グループ
　　狩　野
　　竹　節
　　宮本
《調査用紙》
　現在当病棟では、点滴固定をする際に、タオルや氷
嚢袋を用いて、点滴部位の保護を行っています。
　しかし、タオルの重みによって点滴の自己抜去が起
こる可能性があります。又、外観的にも好ましくない
と考えました。
　そこで、今回私達は、安全・清潔・簡便性の3点か
ら点滴保護グローブを作製してみました。
　スタッフに点滴保護グローブを従来の固定方法（タ
オル・氷嚢袋）と比較検討しながら、試着・評価して
もらいたいと思います。改善する点があれば改善し、
より良い点滴保護グローブを作製していきたいと考え
ています。
　下記の調査に御盆雨下さい。
●回答方法
　A・Bについて
Cについて
1．頻回に経験した
2．経験した
3．全く経験しなかった
L適　切
2．普　通
3．不適切
●患者名（　　　　　　）　年齢（
　布の種類（ジャージ布・タオル布）
）
使用（ ）日目
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A．安全性
　1．ズレは生じましたか　　　　　　　　（
　2．自己抜去の発生はありましたか　　　（
　3．刺入部の確認は行いやすかったですか（
　4．確実な固定はできましたか　　　　　（
　5．滴下のムラ及び閉塞は起きませんでし
　　たか　　　　　　　　　　　　　　（
B．清潔性
　1．発汗による悪臭
　2－a　主観的掻痒感
　2－b　客観的掻痒感
　3．布の汚染度
　4．通気性
　5．吸湿性
）
）
）
）
）
（　）
（　）
（　）
（　）
はい・いいえ
はい・いいえ
6．見ためについての感想を書いて下さい
C．簡便性
　1．装着方法について
　　a．マジックテープ
　　b．ボタン
　　c．装着方法
（　）
（　）
（　）
2．ひもの長さについて　　　　　　　　（　）
③と回答された方は、その理由をお書き下さい
（
御協力ありがとうございました。
）
図1　装着手順
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